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こ
の
論
文
は
、
現
在
名
古
屋
市
の
文
化
財
と
し
て
保
護
、
伝
承
さ

れ
て
い
る
催さ

い
ば
ら

馬
楽
〈 
桜さ

く
ら 

人び
と

〉
の
復
興
の
経
緯
と
そ
の
後
の
継
承
の

様
子
を
観
察
す
る
こ
と
に
よ
り
、
雅
楽
伝
承
の
「
地
方
化
」
と
い
う

現
象
を
検
証
す
る
も
の
で
あ
る
。〈
桜
人
〉
は
現
在
、「
ご
当
地
雅
楽
」

と
し
て
、
名
古
屋
の
雅
楽
団
体
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
時
折
演
奏
会

に
も
登
場
す
る
演
目
で
あ
る
。〈
桜
人
〉
が
、
平
安
時
代
に
歌
わ
れ

て
い
た
催
馬
楽
で
あ
り
、平
安
時
代
や
中
世
の
楽
譜
は
あ
る
も
の
の
、

宮
内
庁
楽
部
の
現
行
『
明
治
撰
定
譜
』
中
の
「
催
馬
楽
譜
」
の
撰
に

は
漏
れ
て
い
る
廃
絶
歌
曲
で
あ
る
こ
と
は
よ
く
知
ら
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
そ
れ
が
名
古
屋
で
復
活
し
、
現
在
「
ご
当
地
雅
楽
」
と
し
て

積
極
的
に
伝
承
さ
れ
て
い
る
こ
と
は
、
名
古
屋
以
外
で
は
あ
ま
り
知

ら
れ
て
い
な
い
。
こ
の
論
文
で
は
、〈
桜
人
〉
が
「
発
見
」
さ
れ
、

復
元
さ
れ
る
に
至
っ
た
経
緯
を
考
察
し
、
さ
ら
に
、
近
年
の
名
古
屋

の
雅
楽
団
体
や
文
化
施
設
の
こ
の
楽
曲
に
関
連
す
る
言
説
と
活
動
を

取
り
上
げ
、
中
央
の
雅
楽
を
享
受
し
つ
つ
、
そ
こ
に
地
域
性
を
見
出

そ
う
と
す
る
当
事
者
た
ち
の
営
為
を
考
察
す
る
。

　「
ご
当
地
雅
楽
」
の
生
成
〜
名
古
屋
に
お
け
る
〈
桜
人
〉
の
発
見            寺　

内　

直　

子
　

一
　〈
桜
人
〉
と
は

　
〈
桜
人
〉
は
、
九
世
紀
頃
生
ま
れ
た
雅
楽
の
中
の
歌
も
の
の
ジ
ャ

ン
ル
で
あ
る
催
馬
楽
の
一
曲
で
あ
る
。
催
馬
楽
は
宮
廷
貴
族
の
御ぎ

ょ

遊ゆ
う

や
く
つ
ろ
い
だ
宴
遊
の
席
な
ど
で
歌
わ
れ
た
。
催
馬
楽
の
歌
詞
集
と

し
て
『
鍋
島
家
本　

催
馬
楽
譜
』（
一
一
世
紀
）、『
天
治
本
催
馬
楽

抄
』（
一
一
二
五
年
）一
、
旋
律
の
概
要
を
記
し
た
楽
譜
と
し
て
琵
琶

譜
『
三
五
要
録
』
と
箏
譜
『
仁
智
要
録
』二
（
一
一
九
二
年
以
前
）、

旋
律
の
動
き
を
墨は

か
せ譜

（
ネ
ウ
マ
譜
）
で
表
し
た
楽
譜
と
し
て
、
綾
小

路
家
伝
来
の『
催
馬
楽
譜
』『
催
馬
楽
略
譜
』三
な
ど
が
あ
る
。〈
桜
人
〉

は
、
他
の
催
馬
楽
曲
と
と
も
に
こ
れ
ら
の
譜
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
催
馬
楽
の
ほ
と
ん
ど
は
中
世
末
に
伝
承
が
途
絶
え
、
現
在

宮
内
庁
楽
部
で
伝
承
し
て
い
る
の
は
江
戸
時
代
の
復
元

四
に
基
づ
い

た
六
曲
の
み
で
あ
る
。
律
の
調
子
の
も
の
が
〈 

更こ
ろ
も 

衣が
え

〉〈
伊
勢
海
〉

の
二
曲
、
呂
の
調
子
の
も
の
が
〈
安あ

名な

尊と
う

〉〈
山
城
〉〈 

席む
し
ろ田だ

〉〈
蓑

山
〉
の
四
曲
で
あ
る
。〈
桜
人
〉
は
宮
内
庁
楽
部
が
演
奏
の
拠
り
所

と
し
て
い
る
『
明
治
撰
定
譜
』（
一
八
七
六
、一
八
八
八
年
撰
）
に
は

入
っ
て
お
ら
ず
、
廃
絶
し
た
催
馬
楽
と
し
て
扱
わ
れ
て
い
る

五
。
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現
在
、〈
桜
人
〉
が
名
古
屋
の
ご
当
地
雅
楽
と
し
て
地
元
の
人
々

に
認
識
さ
れ
て
い
る
由
縁
は
そ
の
歌
詞
に
あ
る
。
催
馬
楽
の
歌
詞
の

古
い
資
料
で
あ
る
『
天
治
本
催
馬
楽
抄
』
は
次
の
よ
う
に
す
べ
て
万

葉
仮
名
で
歌
詞
を
表
記
す
る
。
シ
ラ
ブ
ル
の
間
に
、
母
音
の
産
み
字

と
フ
レ
ー
ズ
の
最
後
な
ど
で
音
を
延
ば
す
こ
と
を
示
す
と
考
え
ら
れ

る
「
引
」、
ま
た
笏

し
ゃ
く 

拍び
ょ
う
し子

を
打
つ
箇
所
を
示
す
「
百
」
の
文
字
が
挿

入
さ
れ
て
い
る
。
以
下
に
、
試
み
に
訓
読
と
解
釈
を
示
す

六 

。［　

］

内
は
産
み
字
、

 

で
囲
っ
た
音
節
は
、
原
文
で
は
当
該
文
字
の
右

横
に
「
百
」
の
字
が
朱
書
き
さ
れ
て
い
る
。

佐
久
良
比
止
［
於
〻
〻
〻 

］　　
　
　
　

　

桜
人
（
桜
の
人
よ
）

曾
乃
不
祢
［
衣
〻
〻 

］
知
〻
［
引
］
女　

　

そ
の
舟
止
め
（
そ
の
舟
を
止
め
て

七
お
く
れ
）

之
末
川
［
宇
〻
］
太
乎
［ 

引 

］　　
　
　

　

島
つ
田
を　
（
島
に
作
っ
た
田
ん
ぼ
を
）

止
末
［
安
］
知
川
［
宇
］
久
礼
［
衣
〻 

］
留
［
引
］

　

十
町
つ
く
れ
る
（
十
町
作
っ
て
あ
る
の
で
）

見
天
［
衣
］
加
［
安
〻
］
戸
［
衣
］
利
［
以
〻
〻 

］
己
［
於
］
牟
［
〻
］

也

　

見
て
帰
り
来
む
や　
（
見
て
帰
る
こ
と
に
す
る
よ
）

曾
［ 

於   

］
与
［
於
〻
］
也　

　

ソ
ヨ
ヤ　

沙
須
［
宇
〻
］
加
［
安
］
戸
［
衣
］
利
［
以
〻
〻
］
己
［
於
］
牟
［
〻
］

也
　

さ
明
日
帰
り
来
む
や
（
明
日
帰
る
よ
）

曾
［ 

於 

］
与
［
於
］
也
［
引
］

　

ソ
ヨ
ヤ　

己
止
乎
己
［
引
］
曾
［ 

引 

］

　

言
を
こ
そ
（
こ
と
ば
で
は
）

安
須
止
毛
［
於
〻
〻 

］
以
波
［
引
］
女

　

明
日
と
も
言
は
め
（
明
日
帰
る
と
い
う
け
れ
ど
）

乎
知
加
［
安
〻
］
太
尓
［ 

引 

］　

　

遠
ち
方
に
（
遠
方
に
）

川
万
［
安
］
左
留
［
宇
〻
〻 

］
世
名
〻
礼
波
［
引
］

　

妻
去
る
夫
な
れ
は
（
妻
を
放
っ
て
行
く
（
妻
が
あ
る
）
よ
う
な
人

　

で
す
か
ら
）

安
春
［
宇
］
毛
［
於
〻
］
左
［
安
］
称
［
衣
〻
〻 

］
己
［
於
］
之
［
以
］

也　
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明
日
も
さ
ね
来
し
や
（
明
日
に
は
帰
ら
な
い
で
し
ょ
う
）

曾
［ 
於 
］
与
［
於
〻
］
也

　

ソ
ヨ
ヤ　

沙
須
［
宇
〻
］
毛
［
於
］
左
［
安
］
称
［
衣
〻
〻 

］
己
［
於
］
之
［
以
］

也
　

さ
明
日
も
さ
ね
来
し
や
（
明
日
に
は
戻
ら
な
い
で
し
ょ
う
）　

曾
［ 

於 

］
与
［
於
］
也
［
引
］

　

ソ
ヨ
ヤ　

　

こ
の
催
馬
楽
は
、
前
半
は
、
夫
が
田
の
見
回
り
に
出
か
け
て
明
日

戻
る
と
い
う
旨
を
妻
に
伝
え
る
内
容
で
あ
る
。
後
半
は
そ
れ
に
対
し

て
、
夫
は
明
日
戻
っ
て
は
来
な
い
だ
ろ
う
と
諦
め
て
い
る
（
な
じ
っ

て
い
る
）
妻
の
心
情
が
描
か
れ
て
い
る
。
こ
の
男
女
の
微
妙
な
関
係

は
と
も
か
く
、
こ
こ
で
重
要
な
の
は
、「
桜
」
と
「
島
つ
田
」
と
い

う
地
名
で
あ
る
。

　
「
桜
」
の
地
名
は
、
古
く
『
万
葉
集
』
に
登
場
す
る
「
桜
田
」
に

比
定
さ
れ
て
い
る
。
高た

け
ち
の
く
ろ
ひ
と

市
黒
人
の
覊
旅
歌
に
次
の
よ
う
に
あ
る
。

（
原
文
）
櫻
田
部　

鶴
鳴
渡　

年
魚
市
方　

塩
干
二
家
良
之　

鶴
鳴

渡（
訓
読
）
櫻
田
へ　

鶴
鳴
き
渡
る　

年
魚
市
潟　

潮
干
に
け
ら
し　

鶴
鳴
き
渡
る
（
小
島
ほ
か　

一
九
九
四
）

　
「
年あ

ゆ
ち
が
た

魚
市
潟
」
の
「
あ
ゆ
ち
」
は
現
在
の
愛
知
（
あ
い
ち
）
の
語

源
に
な
っ
た
地
名
で
、尾
張
の
熱
田
台
地
や
笠
寺
台
地
付
近
の
入
江
、

潟
を
指
す
と
考
え
ら
れ
て
い
る（
名
古
屋
市　

二
〇
一
三
：
五
〜
八
）。

江
戸
時
代
の
『
万
葉
集
』
研
究

八
で
す
で
に
、「
桜
（
作
良
）」
は
尾

張
の
年
魚
市
潟
付
近
の
地
名
で
あ
ろ
う
と
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
さ
ら

に
、
幕
末
の
『
尾
張
名
所
図
会
』（
前
編
巻
第
五
）

九
に
は
、
黒
人

の
歌
と
催
馬
楽
〈
櫻
人
〉
の
歌
詞
、「
櫻
田
古
覧
」
と
称
す
る
挿
絵

（
田
の
傍
ら
に
鶴
が
数
羽
描
か
れ
る
）
が
掲
載
さ
れ
て
お
り
（
図
一
）、

幕
末
ま
で
に
は
す
で
に
催
馬
楽
〈
桜
人
〉
は
尾
張
の
「
桜
」
付
近
の

風
景
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
理
解
が
一
般
に
も
広
ま
っ
て

い
た
と
思
わ
れ
る
。

　

現
在
の
名
古
屋
で
「
桜
」
の
地
名
が
あ
る
の
は
、名
古
屋
市
南
区
、

名
鉄
名
古
屋
本
線
の
桜
駅
の
東
側
で
あ
る
。笠
寺
台
地
上
に
位
置
し
、

付
近
に
は
桜
本
町
、
元
桜
田
町
な
ど
の
地
名
が
残
る
。
一
方
、
島

田
一
一

は
名
古
屋
市
天
伯
区
の
天
伯
川
の
左
岸
に
あ
る
地
名
で
あ
る
。

現
在
は
天
伯
川
を
少
し
遡
っ
た
内
陸
に
あ
る
が
、
舟
で
年
魚
市
潟
か

ら
天
伯
川
に
入
り
、
漕
ぎ
上
る
と
着
く
場
所
で
あ
る
（
図
二
）。

　

ち
な
み
に
、催
馬
楽
の
中
に
は
地
方
の
地
名
が
し
ば
し
ば
現
れ
る
。



図一　『尾張名所図会』全編巻第五「櫻田古覧」一
〇

38

「
恭く

仁に

の
宮
」「
澤
田
川
」（〈
澤
田
川
〉）、「
矢や

矧は
ぎ

の
市
」（〈
貫
川
〉）、

「
伊
勢
の
海
」（〈
伊
勢
の
海
〉）、「
朝あ

さ

津む
づ

の
橋
」（〈
朝
津
〉）、「
近
江
路
」

（〈
近
江
路
〉）、「
武
生
」（〈
道
の
口
〉）、「
狛
の
わ
た
り
」（〈
山
城
〉）、「
吉

備
の
中
山
」（〈
真ま

金か
ね

吹
く
〉〈
本も

と 

滋し
げ
き〉）、「

白
良
の
浜
」（〈
紀
の
国
〉）、

「
豊と

浦ゆ
ら

寺
」（〈
葛
城
〉）、「
久
米
の
佐
良
山
」（〈
美
作
〉）、「
藤
生
野
」

（〈
藤
生
野
〉）、「
席
田
」（〈
席
田
〉）、「
美
濃
山
」（〈
美
濃
山
〉）、「
難

波
海
」（〈
難
波
海
〉）、「
鈴
鹿
川
」（〈
鈴
鹿
川
〉）、「
石
川
」（〈
石
川
〉）

な
ど
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
催
馬
楽
の
起
源
と
し
て
、
地
方
の
民
謡

の
歌
詞
に
雅
楽
風
の
旋
律
と
伴
奏
が
つ
け
ら
れ
た
、
と
す
る
説
が
広

く
受
け
入
れ
ら
れ
て
い
る

一
二 

。

　
〈
桜
人
〉
に
歌
わ
れ
た
「
桜
」
や
「
島
田
」
は
、
現
在
の
名
古
屋

市
南
区
、
天
伯
区
に
残
る
地
名
で
あ
る
と
い
う
理
解
は
、
前
述
の
通

り
、す
で
に
江
戸
時
代
末
に
は
定
説
と
な
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
一
九
五
〇
年
代
に
入
っ
て
か
ら
、〈
桜
人
〉
は
再
び
名
古

屋
の
人
々
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
る
。
し
か
も
、
こ
の
時
、
実
際

に
鳴
り
響
く
音
と
し
て
に
わ
か
に
実
態
が
立
ち
現
れ
る
の
で
あ
る
。

　
二
　〈
桜
人
〉「
発
見
」
の
経
緯

　
〈
桜
人
〉
は
、
い
わ
ば
、「
歌
枕
」
と
し
て
の
桜
田
を
詠
み
込
ん
だ

催
馬
楽
で
、
平
安
貴
族
た
ち
に
よ
っ
て
宮
廷
で
伝
承
さ
れ
て
い
た
。
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つ
ま
り
、
実
態
と
し
て
尾
張
の
桜
田
で
地
元
の
人
に
よ
っ
て
催
馬
楽

が
歌
い
継
が
れ
て
来
た
わ
け
で
は
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
あ
る
偶
然
が

き
っ
か
け
で
、
突
然
名
古
屋
の
人
々
に
注
目
さ
れ
、
実
態
と
し
て
立

ち
現
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。〈
桜
人
〉
を
復
元
し
た
の
は
、
名
古
屋

で
雅
楽
を
実
践
し
て
き
た
東
本
願
寺
系
の
寺
院
（
魚
山
寺
）
の
僧
侶

で
、
雅
楽
研
究
、
仏
教
歌
謡
（
声
明
）
研
究
で
多
く
の
業
績
が
あ
る

羽は

塚づ
か

堅け
ん

子し

（
一
八
九
三
〜
一
九
七
五
）
で
あ
る
。
羽
塚
の
兄
は
雅
楽

研
究
で
著
名
な
羽
塚
啓
明
（
一
八
八
〇
〜
一
九
四
五
）
で
、
一
族
は

江
戸
時
代
か
ら
雅
楽
を
熱
心
に
学
ん
で
来
た
。
堅
子
の
代
に
は
、
宮

内
省
の
楽
人
の
山や

ま

井い

基も
と

萬か
ず

（
笛
）、辻
英
吉
（
笙
）、東
儀
民
四
郎
（
篳

篥
）
ら
が
名
古
屋
を
訪
れ
て
、彼
ら
か
ら
雅
楽
を
習
っ
た
と
い
う
（
羽

塚　

一
九
七
五
：
一
〜
二
頁
）。〈
桜
人
〉
発
見
の
顛
末
は
復
元
者
自

身
の
著
書
『
桜
人
考
』（
一
九
七
五
）
に
書
か
れ
て
い
る
。
そ
れ
に

よ
れ
ば
、
次
の
よ
う
な
経
緯
で
羽
塚
の
と
こ
ろ
に
〈
桜
人
〉
が
も
た

ら
さ
れ
た
。

①
昭
和
三
〇
年
頃
、
近
所
に
住
む
文
学
者
・
尾
崎
久
弥

一
三

が
訪
ね

て
来
た
。
尾
崎
に
よ
る
と
、「
実
は
尾
張
に
桜
人
と
い
う
催
馬
楽

が
あ
る
、
小
林
市
長

一
四

さ
ん
が
信
州
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
市
の
教
育
委
員
会
で
話
題
に
な
っ
た
」。

②
市
は
こ
の
歌
を
実
際
に
「
聞
か
せ
て
ほ
し
い
」
と
い
う
希
望
を
も

っ
て
お
り
、
尾
崎
が
雅
楽
に
精
通
し
た
羽
塚
堅
子
で
あ
れ
ば
演
奏

が
可
能
だ
ろ
う
と
考
え
、
取
り
次
い
だ
。
尾
崎
は
、
取
り
次
い
だ

自
分
の
面
目
に
か
け
て
も
、
ぜ
ひ
「
一
部
始
終
を
明
ら
か
に
演
奏

し
て
貰
い
た
い
」
と
強
く
要
請
し
た
。

③
そ
の
時
、尾
崎
は
羽
塚
に
「
こ
う
い
う
手
紙
も
来
て
い
る
か
ら
と
、

紅
村
清
彦
さ
ん

一
五

の
手
紙
と
桜
人
の
歌
詞
」
を
見
せ
た
。
紅
村

の
手
紙
に
は
、「
何
か
保
存
会
で
も
あ
り
ま
し
た
ら
一
応
「
桜
」

と
む
す
び
つ
け
て
市
無
形
文
化
財
と
し
て
登
録
し
ま
し
た
ら
い
か

ゞ
で
御
座
い
ま
せ
う
か
」
と
書
か
れ
て
い
た
。

　

①
の
「
小
林
市
長
さ
ん
が
信
州
で
発
見
さ
れ
た
」
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
、
記
述
が
簡
略
で
詳
細
が
よ
く
わ
か
ら
な
い
。
な
ぜ
「
信

州
」
な
の
か
と
い
う
疑
問
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、「
何
を
」
発
見
し

た
の
か
も
明
ら
か
で
は
な
い
。
こ
れ
は
③
で
、
尾
崎
が
羽
塚
邸
に
持

参
し
た
の
が
「
桜
人
の
歌
詞
」
と
書
か
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
楽
譜

で
は
な
く
歌
詞
だ
け
で
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。

　

②
の
尾
崎
の
依
頼
か
ら
は
、
催
馬
楽
は
歌
詞
さ
え
あ
れ
ば
簡
単
に

歌
え
る
も
の
、
と
考
え
て
い
る
様
子
が
う
か
が
え
る
。
そ
れ
に
対
し

て
羽
塚
は
〈
伊
勢
海
〉
や
〈
更
衣
〉
な
ど
現
行
催
馬
楽
し
か
知
ら
な
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い
の
で
、〈
桜
人
〉
の
復
元
は
そ
う
簡
単
に
は
引
き
受
け
ら
れ
な
い
、

と
か
な
り
抵
抗
し
た
よ
う
で
あ
る
。
し
か
し
最
終
的
に
は
押
し
切
ら

れ
た
。

　

③
の
紅
村
の
手
紙
も
、〈
桜
人
〉
は
す
ぐ
に
で
も
演
奏
で
き
る
と

考
え
て
い
る
よ
う
で
、〈
桜
人
〉
の
実
態
が
未
だ
世
に
存
在
し
て
い

な
い
時
点
か
ら
す
で
に
、
保
存
会
や
文
化
財
指
定
へ
議
論
が
進
ん
で

い
る
。

　

こ
れ
に
対
し
て
、
復
元
を
依
頼
さ
れ
た
羽
塚
に
は
困
難
な
作
業
が

待
っ
て
い
た
。
羽
塚
は
、「
第
一
に
信
州
で
発
見
さ
れ
た
と
い
う
こ

と
が
疑
問
で
あ
り
ま
す
。
そ
れ
以
来
い
ろ
い
ろ
と
楽
書
を
ひ
も
と
き

研
究
を
い
た
し
ま
し
た
が
な
か
な
か
思
う
様
に
は
は
か
ど
り
ま
せ
ん

で
し
た
」（
前
掲
書
六
頁
）
と
書
い
て
い
る
。
廃
絶
曲
の
復
元
に
は

ま
ず
楽
譜
が
必
要
で
あ
る
。
羽
塚
は
雅
楽
資
料
の
蒐
集
家
、
研
究
者

と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
平
出
久
雄
（
一
九
〇
四
〜
一
九
八
四
）
に
援

助
を
仰
い
だ
。
そ
の
結
果
、「
と
も
か
く
私
な
り
に
桜
人
の
始
終
を

清
書
し
て
、
一
応
演
奏
の
で
き
る
様
に
し
て
市
へ
提
供
」
し
た
と
あ

る
（
同
前
）。『
桜
人
考
』
の
中
に
は
、
羽
塚
が
復
元
し
た
〈
桜
人
〉

の
歌
の
楽
譜
（
墨
譜
）
と
、
付つ

け
も
の物

の
琵
琶
譜
、
箏
譜
、
笙
譜
、
篳
篥

譜
、
笛
譜
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
羽
塚
が
ど
の
古
楽
譜
を
用
い
た
の

か
は
本
文
に
示
さ
れ
て
い
な
い
の
で
不
明
だ
が
、
恐
ら
く
、
前
述
し

た
『
鍋
島
家
本　

催
馬
楽
譜
』、『
天
治
本
催
馬
楽
抄
』、『
三
五
要
録
』、

『
仁
智
要
録
』、『
催
馬
楽
譜
』、『
催
馬
楽
略
譜
』
な
ど
を
参
照
し
て
、

復
元
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

羽
塚
が
復
元
に
要
し
た
時
間
が
ど
れ
く
ら
い
だ
っ
た
の
か
は
不
明

だ
が
、
市
で
は
〈
桜
人
〉
の
伝
承
を
絶
や
さ
な
い
た
め
に
、
昭
和

三
一
（
一
九
五
六
）
年
九
月
八
日　

無
形
文
化
財
に
指
定
し
た
と
い

う
一
六

。
そ
の
頃
ま
で
に
は
復
元
は
完
成
し
て
い
た
の
で
は
な
い
か

と
推
測
さ
れ
る
。
文
化
財
に
指
定
さ
れ
た
た
め
、
補
助
金
の
交
付
を

受
け
、
定
例
研
究
会
を
開
い
た
、
と
い
う
。
そ
の
後
、
市
内
の
雅
楽

団
体
の
中
部
日
本
雅
楽
連
盟
に
よ
り
、
名
古
屋
市
の
芸
術
祭
で
初
め

て
演
奏
さ
れ
（
一
九
六
五
年
一
一
月
四
日
、
中
区
役
所
ホ
ー
ル
）、

以
来
、
芸
術
祭
で
毎
年
演
奏
さ
れ
た
と
い
う
（
同
前
）。

　

中
部
日
本
雅
楽
連
盟
と
は
、
羽
塚
家
の
人
々
や
市
内
の
寺
院
の
僧

侶
、
名
古
屋
東
照
宮
、
熱
田
神
宮
な
ど
の
旧
楽
人
の
系
統
の
人
々
、

名
古
屋
の
財
界
の
雅
楽
愛
好
家
、
楽
器
商

一
七

な
ど
の
活
動
を
基
礎

に
、
昭
和
一
八
（
一
九
四
三
）
年
に
設
立
さ
れ
た
団
体
で
（『
雅
楽

事
典
』
二
八
九
頁
）、
現
在
も
存
続
し
て
い
る
。〈
桜
人
〉
が
復
元
さ

れ
た
当
時
の
会
長
は
田
鍋
宗
和
（
本
名
・
田
鍋
惣
助
、
一
八
八
四
〜

一
九
七
二
）
で
あ
っ
た
。
田
鍋
は
雅
楽
器
も
演
奏
し
た
が
、
能
の
小

鼓
・
幸
清
流
の
奏
者
「
田
鍋
惣
太
郎
」
と
し
て
も
知
ら
れ
、
楽
器
店
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「
中
惣
（
中
宗
）」
の
経
営
者
で
も
あ
っ
た
。

　

こ
う
し
て
演
奏
ま
で
こ
ぎ
着
け
た
〈
桜
人
〉
で
あ
っ
た
が
、
復
元

者
の
羽
塚
は
、
こ
の
復
元
を
完
成
品
と
は
み
な
し
て
い
な
か
っ
た
よ

う
で
、「
老
躯
を
ひ
っ
さ
げ
て
こ
の
桜
人
の
研
究
に
打
ち
こ
ん
で
漸

く
そ
の
曙
光
を
見
た
の
で
あ
り
ま
す
。
は
し
が
き
が
長
く
な
り
ま
し

た
が
、
こ
れ
か
ら
順
次
研
究
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
い
ま
す
」
と
『
桜

人
考
』
で
述
べ
て
い
る
（
七
頁
）。
ま
た
同
書
巻
末
付
記
（
堅
子
の

息
子
・
副
雄
に
よ
る
）
に
は
次
の
よ
う
に
あ
る
。

昭
和
四
十
九
年
、
名
古
屋
市
無
形
文
化
財
に
再
指
定
さ
れ
る
や
否

や
、
い
よ
い
よ
桜
人
の
研
究
に
没
頭
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
　

 

昨
秋
よ
り
老
体
を
桜
付
近
に
は
こ
ん
で
は
実
地
見
聞
し
、

か
た
わ
ら
に
文
献
の
整
理
。
本
年
二
月
末
よ
り
執
筆
開
始
、
一
気

に
書
き
上
げ
、
完
成
す
る
の
を
心
待
ち
に
し
て
お
り
ま
し
た
。
と

こ
ろ
が
初
校
半
ば
に
し
て
衰
弱
が
め
だ
ち
始
め
、
校
正
・
編
集
が

で
き
な
い
状
態
に
陥
り
、
爾
来
小
生
の
担
当
す
る
と
こ
ろ
と
な
り

ま
し
た
。

右
に
よ
れ
ば
、
堅
子
本
人
は
ま
だ
ま
だ
疑
問
が
残
り
研
究
を
続
け
た

い
と
い
う
希
望
を
も
っ
て
い
た
も
の
の
、
こ
れ
ま
で
の
経
緯
を
ま
と

め
た
『
桜
人
考
』
が
絶
筆
に
な
っ
た
、
と
知
ら
れ
る
。

　

こ
う
し
て
一
九
五
五
年
頃
復
元
さ
れ
た
〈
桜
人
〉
は
、
中
部
日
本

雅
楽
連
盟
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
、
す
で
に
六
五
年
の
歴
史
を
重
ね
て

来
た
。
さ
ら
に
、
一
九
九
〇
年
代
以
降
の
雅
楽
の
広
が
り
と
実
践
の

活
発
化
に
よ
り
、
そ
れ
以
外
の
雅
楽
団
体
で
も
伝
承
さ
れ
る
よ
う
に

な
り
、
近
年
再
び
「
名
古
屋
の
雅
楽
」
と
し
て
注
目
を
集
め
て
い
る

よ
う
に
思
わ
れ
る
。
次
に
〈
桜
人
〉
を
め
ぐ
る
近
年
の
動
向
を
考
察

し
て
み
よ
う
。

　
三
　〈
桜
人
〉
再
び

　

現
在
、
名
古
屋
市
で
最
も
活
発
に
雅
楽
活
動
を
行
っ
て
い
る
団
体

の
一
つ
に
雅
音
会
が
あ
る
。
雅
音
会
は
天
理
教
愛
知
教
区
雅
楽
部
の

人
々
を
中
心
に
、
広
く
天
理
教
以
外
の
人
も
参
加
し
、
定
例
演
奏
会

の
開
催

一
八

や
「
名
古
屋
ま
つ
り
」（
郷
土
芸
能
祭
）
へ
の
出
演
な
ど
、

外
部
団
体
の
依
頼
に
よ
る
演
奏
も
活
発
に
行
っ
て
い
る
。
雅
音
会
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
は
、「
桜
人
保
存
会
」
と
い
う
ペ
ー
ジ
が
あ
り
、

そ
こ
に
は
、「
名
古
屋
市
の
指
定
無
形
文
化
財
に
登
録
さ
れ
て
い
る

催
馬
楽
「
桜
人
」。
現
在
、
雅
音
会
の
ス
タ
ッ
フ
が
そ
の
文
化
財
の

保
護
を
受
け
継
い
で
い
ま
す
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
、
同
会
は

〈
桜
人
〉
の
演
奏
動
画
も
ア
ッ
プ
ロ
ー
ド
し
て
い
る

一
九

。
こ
の
よ
う
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に
、
同
会
は
〈
桜
人
〉
の
伝
承
団
体
と
し
て
、
積
極
的
に
そ
の
演
奏

に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

ま
た
、
市
内
南
区
の
名
鉄
桜
駅
近
く
に
あ
る
富と

部べ

神
社

二
〇

で
は
、

金
原
桂
子
宮
司
が
中
心
と
な
っ
て
富
部
神
社
雅
楽
保
存
会
を
作
り
、

活
動
し
て
い
る
。
同
神
社
は
南
区
呼よ

び
つ
ぎ読

に
あ
り
、
旧
東
海
道
を
挟
ん

で
反
対
側
に
、
桜
本
町
、
西
桜
町
、
元
桜
田
町
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、

〈
桜
人
〉
を
他
所
に
ま
さ
っ
て
「
地
元
の
歌
」
と
し
て
意
識
し
や
す

い
条
件
に
あ
る
と
言
え
よ
う
。
富
部
神
社
雅
楽
保
存
会
で
は
、
通
常

の
管
絃
な
ど
を
伝
承
す
る
と
と
も
に
、〈
桜
人
〉
を
積
極
的
に
継
承

し
よ
う
と
し
て
い
る
。
地
元
の
活
動
を
紹
介
す
る
雑
誌
『
南
区
フ
リ

モ
』の
二
〇
一
七
年
四
月
号（vol .55

）で
は
、巻
頭
記
事
と
し
て「
催

馬
楽
「
桜
人
」
を
今
に
伝
え
る
富
部
神
社
雅
楽
保
存
会
」
を
特
集
し

た
。
そ
の
中
で
金
原
氏
は
、「
当
時
干
潟
だ
っ
た
南
区
付
近
を
舟
が

往
来
し
て
い
た
様
子
が
目
に
浮
か
び
ま
す
。
地
元
で
演
奏
で
き
る
の

は
や
は
り
う
れ
し
い
で
す
よ
ね
」
と
語
っ
て
い
る

二
一

。

　

一
方
、
一
般
市
民
も
し
く
は
行
政
の
側
で
も
、〈
桜
人
〉
を
ご
当

地
に
因
む
貴
重
な
文
化
遺
産
と
し
て
定
着
さ
せ
て
い
こ
う
と
す
る
動

き
が
活
発
化
し
て
い
る
よ
う
に
見
え
る
。
た
と
え
ば
、
平
成
二
二

（
二
〇
一
〇
）年
度
愛
知
県
民
俗
芸
能
大
会（
知
多
市
大
会
）で
は〈
桜

人
〉
が
演
奏
さ
れ
、
そ
の
解
説
に
は
、
次
の
よ
う
に
あ
る
。

催
馬
楽
は
謡
物
の
一
種
で
雅
楽
器
を
伴
奏
と
す
る
声
楽
曲
で
、
平

安
時
代
に
日
本
各
地
の
民
謡
が
も
と
に
な
っ
て
生
ま
れ
ま
し
た
。

名
古
屋
で
催
馬
楽
「
桜
人
」
の
譜
が
発
見
さ
れ
、
復
元
さ
れ
た
の

が
昭
和
３
０
年
頃
で
す
。
こ
こ
で
い
う
桜
は
南
区
桜
台
、桜
本
町
、

元
桜
田
、
霞
町
あ
た
り
を
さ
し
ま
す
。「
さ
く
ら
び
と
、
そ
の
舟

ち
ぢ
め
、
島
つ
田
を
と
ま
ち
（
十
日
）
つ
く
れ
る
、
見
て
帰
り
来

ん
や
、
そ
よ
や
、
あ
す
帰
り
来
ん
や
、
そ
よ
や
」
と
い
う
内
容
で

す
が
、「
島
つ
田
」
は
、
天
白
区
の
島
田
あ
た
り
で
す

二
二

。

右
の
「
名
古
屋
で
催
馬
楽
「
桜
人
」
の
譜
が
発
見
」
と
い
う
部
分
に

つ
い
て
は
事
実
確
認
で
き
な
い
。
す
で
に
羽
塚
堅
子
の
『
桜
人
考
』

で
検
証
し
た
限
り
で
は
、〈
桜
人
〉は
信
州
で
発
見
さ
れ
た
の
で
あ
り
、

尾
崎
久
弥
か
ら
羽
塚
に
も
た
ら
さ
れ
た
の
も
、
楽
譜
で
は
な
く
歌
詞

だ
け
だ
っ
た
可
能
性
が
高
い
。
情
報
の
大
元
は
恐
ら
く
『
桜
人
考
』

に
あ
る
と
思
わ
れ
る
が
、
伝
言
ゲ
ー
ム
の
過
程
で
次
第
に
当
事
者
が

望
ま
し
い
と
考
え
る
形
に
変
化
し
、
右
の
よ
う
に
な
っ
た
と
思
わ
れ

る
。
し
か
し
こ
こ
で
重
要
な
こ
と
は
、
県
の
民
俗
芸
能
大
会
で
、
名

古
屋
の
地
名
を
含
ん
だ
催
馬
楽
が
、
名
古
屋
で
復
元
さ
れ
た
「
名
古

屋
の
芸
能
」
と
し
て
演
奏
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。〈
桜
人
〉
を
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伝
承
し
て
い
る
団
体
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
〈
桜
人
〉
が
演
奏
さ
れ
る

演
奏
会
で
は
、
だ
い
た
い
右
の
よ
う
な
情
報
が
、
微
妙
に
ニ
ュ
ア
ン

ス
を
異
に
し
な
が
ら
掲
載
さ
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
、催
馬
楽
〈
桜
人
〉

が
「
地
元
の
芸
能
」
と
し
て
定
着
す
る
ま
で
に
は
い
く
つ
か
の
条
件

が
必
要
だ
っ
た
と
思
わ
れ
る
の
で
整
理
し
た
い
。

（
一
）
催
馬
楽
〈
桜
人
〉
は
名
古
屋
市
南
区
付
近
の
地
名
を
歌
い
込

ん
だ
催
馬
楽
で
あ
る
。

→
名
古
屋
の
地
名
を
含
む
と
い
う
点
で
名
古
屋
と
縁
の
あ
る
歌
謡
で

は
あ
る
が
、
催
馬
楽
自
体
は
宮
廷
貴
族
が
伝
承
し
た
雅
楽
の
一
部
で

あ
り
、
言
及
さ
れ
た
地
名
の
場
所
で
実
際
に
歌
わ
れ
て
き
た
わ
け
で

は
な
い
。
地
名
が
歌
わ
れ
て
い
る
だ
け
で
は
、〈
桜
人
〉
を
「
地
元

で
歌
わ
れ
た
芸
能
」と
し
て
認
識
す
る
に
至
る
根
拠
と
し
て
は
弱
い
。

（
二
）
一
九
五
五
年
頃
、
名
古
屋
の
雅
楽
研
究
者
に
よ
っ
て
復
元
さ

れ
た
。

→
名
古
屋
在
住
の
研
究
者
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
意
義
は
大
き
い
。

い
わ
ば
、
昭
和
に
な
っ
て
〈
桜
人
〉
は
名
古
屋
で
あ
ら
た
に
生
ま
れ

変
わ
っ
て
出
現
し
た
と
言
え
る
。

（
三
）
名
古
屋
の
雅
楽
団
体
で
伝
承
さ
れ
て
い
る
。

→
〈
桜
人
〉
が
復
元
さ
れ
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
後
、
演
奏
団
体
に

よ
っ
て
演
奏
さ
れ
続
け
る
こ
と
も
重
要
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
あ
る

地
方
の
地
名
に
因
む
催
馬
楽
が
研
究
者
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
た
と
し

て
も
、地
元
で
そ
れ
を
演
奏
で
き
る
雅
楽
団
体
が
存
在
し
な
け
れ
ば
、

地
元
の
伝
承
と
し
て
維
持
し
て
い
く
こ
と
は
困
難
で
あ
る
。そ
の
点
、

名
古
屋
は
平
安
時
代
か
ら
熱
田
神
宮
、
真
清
田
神
社
な
ど
で
、
江
戸

時
代
か
ら
は
加
え
て
東
照
宮
な
ど
で
も
雅
楽
が
行
わ
れ
て
来
た
歴
史

が
あ
り
、現
在
で
も
雅
楽
の
演
奏
者
層
は
比
較
的
厚
い
地
域
で
あ
る
。

現
在
の
と
こ
ろ
、〈
桜
人
〉
を
伝
承
し
て
い
る
の
は
名
古
屋
の
団
体

だ
け
で
あ
り
、
実
際
の
音
を
聞
く
機
会
も
名
古
屋
付
近
の
演
奏
会
に

限
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、〈
桜
人
〉
は
い
ま
名
古
屋
の
ご
当

地
雅
楽
と
し
て
の
地
位
を
確
立
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

　

最
後
に
、
次
の
よ
う
な
図
書
館
主
催
の
イ
ベ
ン
ト
を
紹
介
す
る
。

名
古
屋
市
瑞
穂
図
書
館　

平
成
二
九
（
二
〇
一
七
）
年
一
月
一
八
日

「
催
馬
楽
桜
人
を
体
験
し
よ
う
！
」

催
馬
楽
「
桜
人
」
は
、
現
在
の
名
古
屋
市
南
区
あ
た
り
の
古
代
民

謡
が
都
に
伝
わ
り
、
雅
楽
器
で
伴
奏
が
つ
け
ら
れ
、
催
馬
楽
に
な

っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。
平
安
時
代
、井
戸
田
（
現
瑞
穂
区
）

に
流
さ
れ
た
藤
原
師
長
は
、「
桜
人
」
の
琵
琶
譜
と
箏
譜
を
残
し

ま
し
た
。
現
在
「
桜
人
」
は
、
名
古
屋
市
指
定
無
形
文
化
財
に
指

定
さ
れ
て
い
ま
す
。（
名
古
屋
市
立
図
書
館
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
掲
載
の
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チ
ラ
シ
よ
り
） 

二
三

「
現
在
の
名
古
屋
市
南
区
あ
た
り
の
古
代
民
謡
が
都
に
伝
わ
り
、
雅

楽
器
で
伴
奏
が
つ
け
ら
れ
、
催
馬
楽
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
」
と
い
う
く
だ
り
は
、
も
ち
ろ
ん
、
こ
れ
ま
で
本
稿
で
見
て
来
た
、

〈
桜
人
〉
の
歌
詞
に
「
桜
」
や
「
島
つ
田
」
が
含
ま
れ
て
い
る
と
い

う
事
実
か
ら
来
る
「
仮
説
」
で
あ
る
。
が
、
こ
の
説
明
で
興
味
深
い

の
は
、
む
し
ろ
後
半
の
藤
原
師
長
に
関
す
る
言
説
で
あ
る
。

　

藤
原
師
長
（
一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）
は
、
平
安
時
代
末
の
貴
族

で
あ
り
、
日
本
音
楽
史
で
は
つ
と
に
名
高
い
雅
楽
の
名
人
で
あ
る
。

「 

妙み
ょ
う 

音の
ん

院い
ん

」
と
も
呼
ば
れ
る
。「
琵
琶
譜
と
箏
譜
」
と
は
、
前
述
の

『
三
五
要
録
』『
仁
智
要
録
』
の
こ
と
で
あ
る
。
師
長
は
、
保
元
の
乱

（
一
一
五
六
年
）
で
父
・
藤
原
頼
長
が
敗
死
し
、
本
人
は
土
佐
に
配

流
と
な
っ
た
。
八
年
後
、
赦
さ
れ
て
都
に
戻
り
、
そ
の
後
太
政
大
臣

に
ま
で
上
る
が
、
平
清
盛
と
敵
対
し
、
再
び
都
を
追
放
さ
れ
る
（
治

承
三
＝
一
一
七
九
年
）

二
四

。
師
長
が
向
っ
た
先
は
尾
張
で
あ
っ
た
。

尾
張
滞
在
中
、
熱
田
神
宮
に
参
詣
し
、
琵
琶
を
弾
じ
た
と
こ
ろ
、
神

が
感
動
し
て
社
殿
が
鳴
動
し
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
が『
平
家
物
語
』

巻
第
三
（
市
古　

一
九
九
四
）
に
あ
る
。
先
学
に
よ
れ
ば
、
尾
張
で

の
師
長
の
滞
在
場
所
は『
平
家
物
語
』の
伝
本
の
い
く
つ
か（
延
慶
本
、

長
門
本
、『
源
平
盛
衰
記
』）に
よ
る
と「
井
戸
田（
井
土
田
）」だ
が
、『
玉

葉
』
な
ど
の
同
時
代
の
貴
族
の
日
記
な
ど
に
は
具
体
的
地
名
は
書
か

れ
て
い
な
い
と
い
う
（
今
井　

二
〇
一
二
）。
つ
い
で
な
が
ら
、
同

時
期
に
藤
原
師
高
と
い
う
貴
族
も
尾
張
に
配
流
に
な
っ
て
い
て
、「
師

長
」
と
「
師
高
」
の
故
事
が
後
世
混
同
さ
れ
て
、
琵
琶
島
伝
説
な
ど

に
発
展
し
た
と
い
う
（
同
前
）。

　

井
戸
田
は
現
在
、
名
古
屋
市
瑞
穂
区
に
属
し
、
熱
田
神
宮
の
あ
る

熱
田
台
地
か
ら
東
に
約
一
・
七
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
離
れ
た
と
こ
ろ
に
位

置
し
て
い
る
。
周
辺
の
低
地
か
ら
わ
ず
か
に
隆
起
し
た
高
台
に
な
っ

て
お
り
、
古
代
か
ら
人
が
住
ん
で
い
た
場
所
で
あ
る
。
逆
に
、
熱
田

台
地
と
井
戸
田
付
近
の
台
地
以
外
は
古
代
中
世
に
は
入
江
ま
た
は
湿

地
で
あ
っ
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
現
在
、
井
戸
田
集
落
の
南
を
東
西
に

走
る
通
り
に
は
「
妙
音
通
り
」
と
い
う
名
前
が
つ
け
ら
れ
て
い
る
が
、

言
う
ま
で
も
な
く
こ
れ
は
藤
原
師
長
に
因
ん
で
い
る
。

　
〈
桜
人
〉
の
舞
台
・
南
区
は
瑞
穂
区
の
す
ぐ
南
隣
で
あ
り
、
瑞
穂

区
に
と
っ
て
〈
桜
人
〉
で
歌
わ
れ
て
い
る
世
界
は
ほ
と
ん
ど
「
地
元
」

と
言
っ
て
も
よ
い
か
も
し
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
さ
ら
に
瑞
穂
区
に
ゆ

か
り
の
あ
る
師
長
に
言
及
し
、
師
長
の
『
三
五
要
録
』『
仁
智
要
録
』

に
は
催
馬
楽
〈
桜
人
〉
が
載
っ
て
い
る

二
五

と
い
う
情
報
が
加
え
ら

れ
て
い
る
。
換
言
す
れ
ば
、
桜
人
＝
催
馬
楽
＝
三
五
要
録
・
仁
智
要
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録
＝
師
長
と
、
連
関
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
に
よ
り
、
こ
の
催
し
物
を

瑞
穂
区
で
行
う
こ
と
の
意
義
が
補
強
さ
れ
て
い
る
。

　

催
馬
楽
は
宮
廷
音
楽
・
雅
楽
に
含
ま
れ
る
歌
謡
ジ
ャ
ン
ル
で
あ
る
。

現
在
な
お
、
宮
廷
楽
人
の
末
裔
で
あ
る
宮
内
庁
楽
部
の
人

二々
六

に

よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。〈
安
名
尊
〉
な
ど
と
と
も
に
江
戸
時
代

に
復
元
さ
れ
て
い
れ
ば
、〈
桜
人
〉
も
今
頃
、
宮
内
庁
楽
部
の
レ
パ

ー
ト
リ
ー
に
入
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
。
し
か
し
、
中
央
で
の
復

元
を
免
れ
た
が
故
に
、〈
桜
人
〉
は
、
い
ま
「
本
当
に
」
名
古
屋
の

伝
承
と
な
り
得
た
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。〈
桜
人
〉
は
二
〇
世
紀

に
な
っ
て
名
古
屋
の
人
々
に
よ
っ
て
「
発
見
」
さ
れ
、
復
元
さ
れ
、

名
古
屋
の
雅
楽
団
体
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
意
味
で
、

〈
桜
人
〉
は
二
〇
世
紀
に
初
め
て
、
地
元
で
伝
承
さ
れ
る
「
ご
当
地

催
馬
楽
」
と
し
て
の
実
体
を
獲
得
し
た
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

参
照
文
献

市
古
貞
次
校
注
・
訳　

一
九
九
四
『
平
家
物
語
』（
新
編　

日
本
古

典
文
学
全
集
）
東
京
、
小
学
館
。

今
井
正
之
助　

二
〇
一
二
「
妙
音
院
師
長
「
琵
琶
島
伝
説
」
考
」『
日

本
文
化
論
叢
』（
愛
知
教
育
大
学
日
本
文
化
研
究
室
）
二
〇
、一
五

〜
五
九
。

臼
田
甚
五
郎
校
注　

二
〇
〇
〇
「
催
馬
楽
」『
神
楽
歌　

催
馬
楽　

梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集
』（
新
編　

日
本
古
典
文
学
全
集
）
東
京
、

小
学
館
。

蒲
生
美
津
子　

一
九
八
九
「
催
馬
楽
」『
日
本
音
楽
大
事
典
』（
平
野

健
次
、上
参
郷
祐
康
、蒲
生
郷
昭
編
）、東
京
、平
凡
社
、三
八
七
頁
。

黒
坂
勝
美
、
国
史
大
系
編
修
会
編　

一
九
八
七
『
尊
卑
分
脈
』（
第

一
篇
）
東
京
、
吉
川
弘
文
館
。

小
島
憲
之
、
木
下
正
俊
、
東
野
敬
直
校
注
・
訳　

一
九
九
四
『
萬
葉

集
①
』（
新
編　

日
本
古
典
文
学
全
集
）
東
京
、
小
学
館
。

小
林
賢
章　

一
九
八
九
「「
島
つ
田
」
考
」『
大
阪
府
立
大
学
紀
要
（
人

文
・
社
会
科
学
）』
三
七
、一
三
〜
一
九
。　

中
広
編　

二
〇
一
七
『
南
区
フ
リ
モ
』
二
〇
一
七
年
四
月
号

（vol.55

）、
名
古
屋
、
中
広
。

土
橋
寛
校
注　

一
九
五
七
『
古
代
歌
謡
集
』（
日
本
古
典
文
学
大
系
）

東
京
、
岩
波
書
店
。

寺
内
直
子　

二
〇
一
五
「
名
古
屋
お
け
る
雅
楽
伝
承
の
一
断
面
〜
幕

末
か
ら
明
治
へ
」『
日
本
文
化
論
年
報
』
一
八
、一
七
〜
五
三
。

　
　

二
〇
一
七
「
芝
祐
靖　

作
品
目
録
」『
伶
倫
楽
遊
〜
芝
祐
靖
と

雅
楽
の
現
代
』（
巻
末
附
録
）
東
京
、ア
ル
テ
ス
パ
ブ
リ
ッ
シ
ン
グ
。

　
　

二
〇
二
〇
「
都
市
の
発
展
と
音
楽
環
境
の
変
化
〜
近
代
名
古
屋
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に
お
け
る
楽
器
商
の
活
動
」』『
日
本
文
化
論
年
報
』
二
三
、三
一

〜
五
三
。

東
儀
信
太
郎
代
表
執
筆　

一
九
八
九
『
雅
楽
事
典
』
東
京
、
音
楽
之

友
社
。

名
古
屋
市　

二
〇
一
三
『
歴
史
ま
ち
づ
く
り
戦
略
』（
本
編　

第
二

章　

な
ご
や
の
ま
ち
の
成
り
立
ち
）（
ウ
ェ
ブ
公
開
）。

http://w
w
w
.city.nagoya.jp/kankobunkakoryu/cm

sfiles/
contents/0000023/23018/02honpen2.pdf

羽
塚
堅
子　

一
九
七
五
『
桜
人
考
』
名
古
屋
、
魚
山
寺
。

平
出
久
雄　

一
九
五
九
「
江
戸
時
代
の
宮
廷
音
楽
再
興
覚
え
書
〜
特

に
催
馬
楽
・
東
遊
・
久
米
舞
に
つ
い
て
」『
楽
道
』
二
一
二
：
八

〜
一
二
、二
一
三
：
四
〜
七
、二
一
四
： 

四
〜
七
、二
一
五
：
一
二

〜
一
五
。

注一　

東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
。
国
宝
・
重
要
文
化
財
。「e-

国
宝
」
で
閲
覧
可
。

http://w
w
w
.em

useum
.jp/detail/100361

二　

藤
原
師
長（
一
一
三
八
〜
一
一
九
二
）撰
。
呂
の
催
馬
楽
と
し
て
三
四
曲
、

律
の
催
馬
楽
は
二
一
曲
収
録
さ
れ
て
い
る
。
両
譜
と
も
写
本
多
数
。
宮
内

庁
書
陵
部
蔵
本
、
京
都
大
学
附
属
図
書
館
蔵
本
な
ど
の
中
に
善
本
。

三　

い
ず
れ
も
中
世
の
譜
。
写
本
多
数
。
天
理
図
書
館
に
綾
小
路
家
旧
蔵
資

料
が
架
蔵
さ
れ
て
い
る
。

四　

く
わ
し
く
は
平
出　

一
九
五
九
を
参
照
。

五　

一
部
の
廃
絶
催
馬
楽
曲
は
、
元
宮
内
庁
楽
師
の
芝
祐
靖
（
一
九
三
五
〜

二
〇
一
九
）
に
よ
っ
て
復
元
さ
れ
て
い
る
（
寺
内　

二
〇
一
七
）。〈
桜
人
〉

は
東
京
の
小
野
雅
楽
会
の
委
嘱
で
一
九
八
四
年
に
芝
に
よ
っ
て
復
元
さ

れ
、
小
野
雅
楽
会
の
演
奏
会
な
ど
で
演
奏
さ
れ
た
こ
と
が
あ
る
。
本
稿
で

扱
う
復
元
〈
桜
人
〉
は
、
こ
れ
と
は
別
に
、
名
古
屋
市
の
羽
塚
堅
子
に
よ

っ
て
復
元
さ
れ
、
名
古
屋
市
の
団
体
に
よ
っ
て
伝
承
さ
れ
て
い
る
も
の
で

あ
る
。

六　
『
古
代
歌
謡
集
』「
催
馬
楽
」（
土
橋
寛
校
注
）
と
『
神
楽
歌　

催
馬
楽

　

梁
塵
秘
抄　

閑
吟
集
』「
催
馬
楽
」（
臼
田
甚
五
郎
校
注
）
の
解
釈
を
参

考
に
し
て
釈
文
を
合
わ
せ
て
記
す
。

七　

 

「
ち
ぢ
め
」
を
「
止
め
る
」
と
す
る
解
釈
も
あ
る
が
、
進
め
る
、
と
い

う
解
釈
も
あ
る
（
臼
田　

二
〇
〇
〇
、一
三
九
頁
）。

八　

た
と
え
ば
、
賀
茂
真
淵
（
一
六
九
七
〜
一
七
六
九
）『
萬
葉
考
』
や
鹿

持
雅
澄
（
一
七
九
一
〜
一
八
五
八
）
の
『
萬
葉
集
古
義
』。

九　

岡
田
啓
、
野
口
道
直
撰
、
天
保
一
五
年
（
一
八
四
四
年
）
版
を
愛
知
芸

術
文
化
セ
ン
タ
ー
愛
知
県
図
書
館
の
「
貴
重
和
本
デ
ジ
タ
ル
ラ
イ
ブ
ラ
リ

ー
」
で
、
明
治
一
三
（
一
八
八
〇
）
年
版
を
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ

ク
シ
ョ
ン
で
閲
覧
で
き
る
。

　

https://dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/764884

　

https://w
ebsv.aichi-pref-library.jp/w

ahon/detail/94.htm
l
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一
〇	

明
治
一
三
年
版
。
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ンhttps://

dl.ndl.go.jp/info:ndljp/pid/764884

一
一	 


「
島
つ
田
」
が
ど
の
よ
う
な
地
形
的
特
徴
を
示
し
て
い
た
の
か
に

つ
い
て
は
小
林
賢
章
の
論
考
に
詳
し
い
の
で
参
照
さ
れ
た
い
（
小
林　

一
九
八
九
）。

一
二	

た
と
え
ば
、『
日
本
音
楽
大
事
典
』
の
催
馬
楽
の
項
目
（
蒲
生　

一
九
八
九
）。

一
三	

尾
崎
久
弥
（
一
八
九
〇
〜
一
九
七
二
）。
江
戸
文
学
研
究
者
。
膨
大

な
蔵
書
、
浮
世
絵
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
が
名
古
屋
市
の
蓬
左
文
庫
に
架
蔵
さ
れ

て
い
る
。

一
四	

小
林
橘
川
（
一
八
八
二
〜
一
九
六
一
）。
新
聞
記
者
、
中
部
日
本
新

聞
取
締
役
論
説
委
員
な
ど
を
経
て
、
一
九
五
二
年
に
革
新
系
の
市
長
と
し

て
当
選
。
三
期
目
半
ば
で
死
去
。

一
五	

紅
村
清
彦
（
一
八
九
九
〜
？
）。
実
業
家
・
紅
村
清
之
助
の
長
男
。

自
身
は
写
真
家
と
し
て
活
躍
。

一
六	

名
古
屋
市
の
文
化
財
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
な
ご
や
の
文
化
財
」

（
名
古
屋
市
役
所
教
育
委
員
会
内
）
で
は
、
再
指
定
さ
れ
た
昭
和
四
九

（
一
九
七
四
）
を
記
し
て
い
る
。

一
七	

名
古
屋
の
雅
楽
愛
好
家
や
楽
器
商
の
活
動
に
つ
い
て
は
寺
内

二
〇
一
五
、二
〇
二
〇
な
ど
を
参
照
。

一
八	

令
和
元
年
一
二
月
時
点
で
、
す
で
に
一
四
回
の
定
例
演
奏
会
を
重
ね

て
い
る
。https://tenrikyo-regional.net/aichi/show

aku/2053/

一
九	

https://w
w
w
.youtube.com

/w
atch?v=M

X
zQ

cflao4Q

二
〇	

祭
神
は
素
戔
嗚
尊
。
神
社
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
「
御
由
緒
」
に
よ
れ

ば
、
愛
知
県
津
島
市
に
鎮
座
す
る
津
島
神
社
か
ら
勧
請
。
慶
長
一
一
年

（
一
六
〇
六
）、
清
洲
城
主
松
平
忠
吉
の
病
気
平
癒
の
恩
頼
奉
謝
の
し
る
し

と
し
て
本
殿
以
下
拝
殿
・
祭
文
殿
・
廻
廊
を
創
建
（
本
殿
は
国
の
重
要
文

化
財
）http://w

w
w
.tobe-shrine.org/about

。『
尾
張
名
所
図
会
』
に

は
「
蛇
毒
神
社
」
と
あ
る
。
明
治
時
代
に
「
富
部
神
社
」
と
改
称
。

二
一	

https://chuco.co.jp/m
odules/special/index.php?cid=17

二
二	

「
愛
知
県
ビ
デ
オ
コ
ン
テ
ン
ツ
、
平
成
二
二
年
度
愛
知
県
民
俗
芸
能

大
会
〜
知
多
市
大
会
」
で
動
画
閲
覧
可
能
。https://w

w
w
.m

anabi.
pref.aichi.jp/contents/10047796/0/htm

l/section_1.htm
l

二
三	

https://w
w
w
.library.city.nagoya.jp/im

g/oshirase/2017/
m
izuho_201710_4_1.pdf

二
四	

『
尊
卑
分
脈
』（
黒
坂
ほ
か　

一
九
八
七
、六
五
〜
六
六
頁
）。

二
五	

そ
し
て
実
際
に
、『
三
五
要
録
』『
仁
智
要
録
』
は
催
馬
楽
の
復
元
の

際
の
最
も
重
要
な
資
料
の
一
つ
と
な
っ
て
い
る
。

二
六　

現
在
の
宮
内
庁
楽
部
の
楽
師
の
四
分
の
一
程
度
が
、
実
際
に
古
く
か

ら
続
く
世
襲
的
楽
家
の
末
裔
。
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‘Discovery’ of a saibara song “Sakurabuto” in Nagoya : the creation of local 

gagaku tradition 

TERAUCHI Naoko

        Saibara is a vocal genre of the Japanese court music gagaku.  This 
essay explores the process and meaning of the localization of a saibara 

song “Sakurabuto” in Nagoya, one of the big cities in Japan that locates in 
between Tokyo and Osaka.  “Sakurabuto” was an old popular saibara song 
sung by the court noblemen during Heian times but it lost its vitality in the 
medieval era. Today, it is totally forgotten by the imperial gagaku musicians 
in Tokyo.  The song, however, was revived in Nagoya around 1955, since 
the song contains some local place names that could be identified with 
those currently located in Nagoya city.  The revived “Sakurabuto” is now 
registered as an intangible cultural asset of Nagoya city and performed by 
local amateur gagaku musicians.  This essay examines how “Sakurabuto” 
was ‘discovered’ by the people of Nagoya and gained reality as local 

gagaku repertoire by analyzing the process of the revival of the song and 
recent discourses on the song uttered by the local practitioners in Nagoya.    

Keywords：saibara, “Sakurabuto,” Nagoya
キーワード：催馬楽、「桜人」、名古屋




